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群馬菱の実会･月刊機関紙（ホームページ連動） 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/  
（本紙は「群馬菱の実会ホームページ」から、毎月１日に、カラーで綺麗にご覧頂けます。ネットでの閲覧をお奨めします） 

  

2012-１２-１ 

 
第６６回 全社監督者大会開催 

去る９月２６日(水)～２８日(金)の３日間、第６６回全社監督者大会が馬電で開催されました。 

本大会は社長をはじめとした会社幹部が班長に対する期待を直接伝える場として、また班長自身が

自らの職務を見つめ直し、各場所の班長との意見交換等の交流を通して視野を広げ、監督能力の強

化充実を図る機会として毎年開催されている伝統ある大会です。馬電での開催は第１１回大会（１９７８

年）以来、３４年ぶりとなりましたが、各場所から選ばれた班長４６名が参加され、初日には山西社長・

大隈人事部長にもご来所いただき、活気ある大会となりました 

■ ９月２６日(水)：初日 

開会式 ： 各場所の代表として参加計４６名の班長を迎えて、内田所長から歓迎の挨拶をいただきました。 

社長講話 ： 山西社長から、当社経営概況のご説明や「班長がリーダーシップ（情熱・人間的魅力・専門

性）を発揮して、ものづくり現場の牽引役として活躍することを期待する」等、班長に対する期待と

激励のお言葉をいただきました。 

人事部長講話 ： 大隈人事部長から「監督者自らが安全意識を高くもち、“間違ったことはやらない、やら

せない”という現場の基本を徹底し、率先垂範して現場をリードしていってほしい」等、労務管理や

人材育成、安全衛生に関するご講話をいただきました。 

工場見学 ： 馬電N 研（一歩会）のメンバーが各職場を紹介する形で実施しました。参加班長からは「馬電

の現場改善方法等を自職場の参考としたい」等の感想が寄せられました。 

社長を囲む会 ： 山西社長や大隈人事部長をはじめとする会社幹部と参加班長が出席し、懇親を図りまた 

馬電 N 研（一歩会）による歓迎余興として、群馬伝統民謡「八木節」に馬電紹介を加えたオリジナ

ルの歌詞で披露しました。２年近くに及ぶ練習の甲斐があり、会場を大いに盛り上げました。 

■ ９月２７日(木)：２日目 

グループ討議 ： 参加班長が６グループに分かれ、「監督業務の 

原点を見直そう」をテーマに活発な議論を交わしました。 

体験発表（講演） ： 開催場所の班長経験者代表から、ご自身の 

経験を踏まえた参加班長への助言・激励を行いました。 

■ ９月２８日(金)：最終日 

個人発表 ： グループ討議を通して一人ひとりが得た気づきや、そ 

れらを踏まえた自身の今後の活動指針等を互いに発表し、 
情報共有を行いました。 

閉会式 ： 大会の締め括りとして参加班長から、内田所長に対して、力強い決意表明がありました。その後、 

内田所長から参加班長への激励の挨拶があり、大会が終了しました。 
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将将棋棋をを指指ししててみみまませせんんかか  ・・・・・・ 

（９） 昨年 9月に発足しました将棋愛好会です。 

  将棋盤のマス目に因んだ話をしますと、「数え８１歳を将棋界では何と言うでしょう」 ・・・ 

 将棋盤のマス目(９×９)の数から 「盤寿」 と言うそうです。 

  ☆ 玉は角筋を避けよ ・・・ 玉が角筋に入ると非常に危険である。 

  ☆ 序盤は、飛車より角が主役 ・・・ 序盤の駒組みは角が主役と言われる。 
 
（１０） 将棋界では、通算勝数が １０００勝を超えると、将棋特別栄誉賞が与えられるそうです。 

現在までにその対象者となつた棋士は・・・ 

① 大山康晴  １４３３勝   ② 中原  誠  １３０８勝   ③ 加藤一二三  １３０６勝 

   ④ 谷川浩司  １２１０勝   ⑤ 羽生善治  １１７７勝   ⑥ 内藤国雄    １１２１勝 

⑦ 米長邦雄  １１０３勝   ⑧ 有吉道夫  １０８８勝   計 ８棋士 です。 

大山康晴は、５４歳で１０００勝達成、６９歳でこの世を去るまでに、さらに４３３勝という大記録を

達成しました。（平成２４年版将棋年鑑 から） 

＜詰め将棋＞ 

答は、欄外にあります 

 

 

≪≪雑雑記記帳帳≫≫              会社の先輩から学んだ一言         

 会社の先輩と言っても勿論当時ははるか上長ですが、昭和５０年代終盤（１９７５年頃）某全国紙の

群馬版に「私のコラム」という紙面が連載でありました。その先輩の題名は「一つの人生を生きること」

というもので、そのあるときのスクラップを今でも大切に保存していますが。  

当時をフﾂ・・・と思い出して、みなさんに紹介してみたくなりました。ご覧下さい。   

１．最も大切な「誠実」        

 世の中には沢山の名言、名句があるが、人それぞれ生き様や考え方、好みが違うため押し付けは

出来ない。これまでの会社生活を振り返ってみると最も大切なことは「誠実」の一語につきる。これが

一切のベースであり熱意や能力はその上に構成されねばならない。   

２．「心もやす」好きな人        

 私の好きな人とは「心もやす人」であり、嫌いな人は「シラケた人種」である。心もやすとは、対象が

何であれ世の中を受身でなく積極的に生きることである。これが生き方の原点であると考える。趣味

でも、恋でも、仕事でも、熱中できることが大切で、１+１＝３、無から有を生む創造が出来る。 

（私は 以上の２つの言葉が大変好きで、今までも、これからも出来る限り実践して自分として生き 

甲斐のある人生にしてゆきたいと願っている一人です。）            （  二宮  ）

     
 

  

この「将棋を指してみませ

んか」は、１０回にわたり、

野村隆一さんに書いて頂

きました。 

(詰将棋の答)  ①  ２五桂 ・ 同龍  ３三飛成  ２三金  ２二銀不成  ５手詰め 

②  ２四桂 ・ 同銀  １三歩 同銀   ２一馬 まで  ５手詰め 

 

① ② 
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● 今月の【 細野水彩画廊 】:『 旅の記憶２．フィレンツェ 』 ●【 須永写真ギャラリー 】:『 光の祭典』 
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http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/hosono2012-12.pdf http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/sunaga2012-12.pdf 

【 会員投稿 】 

 

朔太郎記念館 

今こそ日本モデルの確立を       鳥取市 高橋正晨 

 日本の現状を心配してこの文章を書きます。 日本は本当に将来、独立国になれるでしょうか？  

現下のアメリカの日本に対する姿勢、官僚のこれに対する対応、政府の決定を見ると心配でなりませ

ん。恐らく永遠に無理なようにも思われます。 

 確かに地政学的な分析をするとロシア、中国、北朝鮮に、また太平洋戦争などの恨みを持っている

東南アジア諸国に囲まれており、容易ならざる情勢にあります。戦後、ＯＤＡなどにより友好関係を築

こうと努力してきたのですが現状は尻すぼみの状況で、過去の不満が噴出してきております。 

 東南アジアは中国、インド、シンガポールなどの現在経済が沸騰している新興国や、タイ、ミャンマ

ーなど将来が期待される国々が順々に台頭してきております。 

 この中で、日本はどう対処していけばいいのか、アメリカヘの対処とともによくよく考えなければなら

ない時期に来ております。 

 今後は輸出一辺倒の政策のみでいいとは思えなくなりましたし、内需の拡大も問題です。また、人

口減少の中で、経済成長一辺倒の期待が本当に正しいことなのかも問題でしょう。 

 今思うことは、新しい日本モデルの確立が必要な時期になって来だのではないでしょうか。アメリカ

モデルは一国主義の勝手が多すぎて弊害が大きいので、助け合いの精神のあるヨーロッパモデル

を参考にして、東南アジア新興国と共存できる日本モデルを確立しなければならないのではないで

しょうか。 

 このことは今必要なのですが、現在の政治家、官僚、政府には期待できそうにもありません。残念

ながら、若い人たちに期待するしかないのではないでしょうか？ 世界の現状と現下の日本の現状

を正視できる人が政治家，官僚、政府にいないのではないでしょうか？ 政治家、官僚、政府の人達

が既得権に保護され、現状の正視が出来ていないのですから。 

 今度の選挙に投票する人がいないという現象になる可能性があります。何故なら、永年自民党が

やって来たことが否定されて民主党に政権交代したが、民主党がマニフェストにない消費税の増税

を決めたことで民主党への支持が減って、どこに投票していいのか困っている人が多くなっているか

らであります。 

 イデオロギーではなくて、脱原発や基地やオスプレイ配備、消費税の増税、経済成長戦略、TPP

加入、領土、雇用崩壊、最低賃金などの経済弱者への経済政策等々もっと高い次元で考える必要

があると思われるからです。 

 日本は今後どの方向に向かうのでしょうか。アメリカの属国のままで行くのか、新しい日本モデルを

確立して少しでも日本らしく改革して行くのか、日本は戦後の古くて新しい問題に改めて直面してい

ると思います。 

 

【養生訓】 江戸時代の「食のはなし」（７）  ほあけぼちいあ の「つれづれのまま」 

☆☆ 暖かなものを飲食せよ  ☆☆  

四時老幼ともに、あたたかなる物くらふべし。殊に夏月は伏院内（ふくぃんぅち）にあり。わかく
盛なる人も、あたたかなる物くらふべし。生冷を食すべからず。滞（とどこぉり）やすく泄湾しやす
し。冷水多く飲むべからす。 

☆☆ 冷飲・冷食を避けよ ☆☆ 
 夏月、瓜巣・生葉（を）多く食ひ、冷麺（れぃめん）をしばしば食し、冷水を多く飲めば、秋必（ず）
雍痢（ぎゃくり）を病む。凡（そ）病は故なくしてはおこらず。かねてつつしむべし。 
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◇ お し ら せ  ◇     ℡に市外局番のないものは 0276 です 

行 事 日時 場所 申込み、他 

１２月の囲碁愛好会 
１２月１０日（月） 
９：３０～ ブライダルスクール ご自由にご参加ください 

１２月の麻雀愛好会 
１２月１３（木）､２７（木） 

９：３０～１７：００ 
ブライダルスクール
会費 1０００円 

申込み 12/11 日、25 日まで  
荒井 昭三 （52-0803） 
小林 昌樹 （38-0964） 

１２月の将棋愛好会  
１２月１７日（月） 
９：３０～ ブライダルスクール ご自由にご参加ください 

１２月 
グラウンドゴルフ例会 

１２月１７日（月） 
９：３０（集合９：１５） 

利根Ｇ/Ｇ場 
(会費:無料) 

希望者は直接会場へ 
（雨天中止） 

第５９回ゴルフ愛好会 
１２月１１日（火） 
９：０６ スタート 

上武ゴルフ場 
締切 11/30 

川口（56-2678）関根（31-8410） 
長谷川（0270-74-2056） 
竹沢 宏（52-2271）  

第１１回カラオケ大会 
１月７日（月） 
１７：３０～２１：３０ 

「まねきねこ」 
0276-52-3450 

申込み： １月 5 日まで 
大橋   浩 （52-3866） 
江川 八郎 （52-1886） 

１月のパソコンサークル 
１月８日（火） 
１３：３０～１４：４５ 労組会議室 ご自由にご参加ください 

１月の幹事会 １月８日（火）１５：００ 労組会議室  

１２月の編集委員会 １２月１７日（月）１３：３０ 労組会議室  
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編集後記 

＜次号配布予定日＞ 発行日：1 月１日。 ●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞは 1 月１日更新予定。●メール便及び菱の実会員宅配は 
1 月 8 日頃配送予定です（宅配者の都合で多少の遅れはご容赦下さい） 

 

訃
報 

池田 義博 さん （ 享年７６歳 ）  太田市飯塚町 

１１月７日ご逝去されました。 ご冥福をお祈り申し上げます。 

野村 隆一 さん （ 享年７３歳 ）  太田市尾島町 

１１月１２日ご逝去されました。 ご冥福をお祈り申し上げます。 

３年前、同期（３７会）の忘年会で四万温泉に行った際、山形県から来られていた団体客の１人の方
と知り合い、お付き合いが始まった。その方々とは、宿泊をしたホテルのエレベーター内でお会いし
たのが最初で、その場は行きずりの人として別れたが、食後ホテル内のカラオケルームで再会した。
そこで出会いのご挨拶として、小生が「へたくそ」な花笠音頭を披露したら、１人の男性と意気投合
し、帰り際に「春になったらサクランボを送るから住所を教えてほしい」と言われ、お互いの住所を確
認しあいカラオケルームを後にした。そして翌年の５月のある日に、見事な「さくらんぼ」が届きビックリ
した。早速お返しを送り、以降お付き合いが続いている。人の出会いは不思議なものである。今では
相手の顔も思い出せないまま、電話で挨拶を交わす間柄になっている。昔ある上司から、「人は、出
会いの数だけ人格が磨かれる」と、教えられたことがある。「一期一会」この出会いを大切に、今後更
に親交を深めたいと思っている。                                 高柳 記 


